
フロシオ検査員の現状  
（表面処理検査員）

 ２０１０年１２月

（財）日本船舶技術研究協会
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FROSIO（フロシオ）と

Professional Council
for Education

and Certification 
of Inspectors 

for Surface Treatment



FROSIO（フロシオ）
 

とは
 

? 
『表面処理検査員の教育と

 認定に関する専門協議会』

ノルウェー語の短縮形：
 FF Faglig PROFESSIONAL 専門

RR Råd for COUNCIL for 協議会

OO Opplæring og EDUCATION and 教育

SS Sertifisering av CERTIFICATION of 認定

II Inspektører innen INSPECTORS 検査員

OO Overflatebehandling SURFACE TREATMENT
表面処理



内容
1.

 
フロシオの歴史（設立背景）

 （組織、メンバー、標準との関係）

2.
 

世界の状況、日本の状況
3.

 
フロシオ講習・資格試験の内容

 （補助塗装検査員＆日本フロシオ会）

4.
 

船技協/PSPCの対応等
5.

 
まとめ



• １９６９年北海のノルウェーは大陸棚で石油を発見
• 1  971年、ノルウェーで石油開発がスタート。

• 海洋構造物（ドリリングリグ・プラットホームの新設、
メンテナンス工事が急増。

• 急激な需要→経験豊富な塗装業者、検査員の不足。

１．
 

フロシオの歴史（設立背景）

Edda 2/7C and Alexander L. Kielland (right)

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/4/4b/Alexander_L_Kielland_and_Edda_2-7C_NOMF-02663-1-650.jp


１９８０年前後、北海大陸棚で海洋構造物の崩壊、爆
 発事故も、多くの人命も失われた。

Piper Alpha Disaster  62  fatalities

Alexander L. Kielland 123  fatalities

http://oljepionerene.no/bilder/ocean_prince/op_braking_up_big.j
http://www.canadian-wellsite.com/images/Photo Gallery/BFM/bp3.j
http://home.versatel.nl/the_sims/rig/gorilla1.htm


Corrosion in 
ballast tanks 
can be 
disasterous!

•• 19861986年フロシオ年フロシオ
 

表面処理検査員制度の設立表面処理検査員制度の設立
 

（業界団体）（業界団体）
 電力業界、造船業界、石油業界、塗料業界、防食塗装、電力業界、造船業界、石油業界、塗料業界、防食塗装、

 コンサルティンエンジニアコンサルティンエンジニア
 

専門家代表専門家代表
 （取決め事項）（取決め事項）

 表面処理基準表面処理基準
 品質保証ＱＣ・品質管理ＱＣ品質保証ＱＣ・品質管理ＱＣ

 
19901990年年NSNS 476476を発行を発行

 Paints and coatings Approval and certification of Paints and coatings Approval and certification of 
surface treatmentsurface treatment inspectorsinspectors

出所：PHV S.A フロシオ教材



FROSIO本部
 組織図

FROSIOメンバー

FROSIO年次総会

FROSIO委員会

事務局

特別委員会

審査委員会

協同組合

講習機関

２．世界の状況、日本の状況



FROSIOの資格認定制度
 検査員の資格認定はノルウェー規格「NS476」:2004に基づく

ノルウェー: FROSIO
フランス: ACQPA
日本: JSTRA
Italy: GRUPPO ISPAC

The National Institute of Technology (TI), ノルウェー

pH VALUE as, ノルウェー
 

㈱日本ピーエッチバリュー
 

日本

Jotun Academy, ノルウェー

UNIVERSITY OF GENOVA, イタリー

Hempel Academy, デンマーク

SLV DÜISBURG, ドイツ

I.S.I.T.V. / EMTS, フランス

資格試験機資格試験機

教育機関教育機関



FROSIO 有資格者検査員数（世界）
検査員

 
level lI 49

検査員
 

level   2                           460

検査員
 

level   3 4596

合計
 

5105

ノルウエー内
 

1225

ノルウエー以外
 

3880           

73 ヶ国

Last update: 01.04.09

検査員
 

level   1                                      
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FROSIOアジア地域有資格検査員
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日本のFROSIO有資格検査員分布

英語による職種別合格者　(2001～2007)

24%

64%

6%
4%

1%

1%
0%

造船

塗料メーカー

塗装業

船主

コンサルタント

団体・官

その他

職種別合格者総合　(2010年10月現在)

37%

31%

14%

11%

4%

2%

1%

造船

塗料メーカー

塗装業

船主

コンサルタント

団体・官

その他



３．フロシオ講習・資格試験の内容

• 資格を取得するには？
80時間（理論５５時間・実技２５時間の講習に出席し、

 資格試験に合格した者。

• 講習は？
１～２ヶ月前より事前通信講習、全９日間講習合宿

• 試験は講習修了後
 

最終日

理論試験と実技試験
 

それぞれ4時間



•講習内容は？

1.
 

品質保証・品質管理、
2.

 
塗装検査員（役割・責任・義務）、

3.
 

スチールプレパレーション、
4.

 
素地調整、

5.
 

ウォータージェティング、
6.

 
腐食（理論・電気化学）、

7.
 

腐食の種類、
8.

 
金属材料・設計、

9.
 

陰極防食、
10.雰囲気（環境）条件、
11.塗料全般

（組成・種類・機能・塗装方法）、

１２．造船塗装
（ショッププライマー・防汚塗料・

 タンク用塗料）、
１４．テクニカルデータシート、
１５．塗装仕様書・施工要領書、
１６．標準規格（ＩＳＯ

 
ＡＳＴＭ）、

１７．塗膜の欠陥、
１８．金属溶射、
１９．計算、
２１．健康・安全・環境、
２２．ＰＳＰＣ他



関連業界での全く経験がない、

もしくは経験が不十分な合格者

フロシオフロシオ検査員検査員
 レベル１レベル１

 
ホワイト認定書ホワイト認定書



フロシオ検査員レベル検査員レベル
 

グリーン認定書グリーン認定書

最低２年間の適切な経験を有する合格者



フロシオフロシオ検査員検査員
 レベル３レベル３

レッド認定書レッド認定書

最低５年間の先関連業界での実務経験を
 持ち、最低２年間検査員の（証明出来る）

 経験ある合格者



アシスタント
 

インスペクター（補助塗装検査員）ＩＡＣＳ
 PR No.34にもとずき、

 開講オリエンテーション

 
09:00-10:30 

腐食の機構・種類及び防食

 
10:30-12:00 

鉄面処理・表面処理

 
12:00-13:00 

昼食休憩

 
13:00-15:00 

塗料・

 
塗装

 
15:00-17:00 

1日目合計
 

7.5h 
PSPC要件及び標準

 
10:00-11:00 

塗装環境

 
11:00-12:00 

安全衛生

 
12:00-13:00 

昼食休憩

 
13:00-16:00 

検査器具・測定

 
16:00-17:00 

修了試験

 2日目合計
 

7.5h

補助塗装検査員の講習



４．船技協/PSPCの対応
PSPCと検証要件（Verification）

 １）塗装システムの型式承認
 ２）有資格塗装検査員（Inspector)

 NACE
 

Ⅱ,
 

FROSIO Ⅲ又は同等
 ３）塗装テクニカルファイル（CTF）

 
PSPCの難点

 ・
 

２次表面処理サンドスィープ（ブラスト設備）
 ・

 
エッジ処理

 
２Ｒ

 
又

 
３Ｃ

 ・ ２ストライプコート ＋ ２コート塗装



総合的防食性能向上のための研究開発総合的防食性能向上のための研究開発

調査研究開発課題
①

 
NC切断時のエッジ処理技術

 
小池酸素工業及び日酸TANAKA

③

 
SIP塗料を用いた膜厚管理技術の研究

 
日本ペイントマリン

④

 
ストライプコート用ツールの開発

 
旭サナック及び大塚刷毛

⑤

 
無機ジンク塗料を用いた新しい塗装システムの研究

 
中国塗料

JSTRAのPSPC関係の技術研究開発

日本財団助成事業（2007～2008年度）

目標

 
塗装関連技術を高度化し、我が国造船業の国際競争力の維持・向上を図る

○

 

ＩＭＯ塗装基準の適用に伴う工数増大を最小化
○

 

塗装作業のクオリティ向上・防食技術の基盤整備
○

 

我が国の工場立地の不利をカバー・３Ｋ排除による人材確保を容易化

混気ジェットを活用したブラスト技術の実用化研究開発混気ジェットを活用したブラスト技術の実用化研究開発
CTFCTF作成支援システムの研究開発作成支援システムの研究開発

日本海事協会

 
共同研究事業（2009～2010年）



①NC切断時のエッジ処理技術の研究開発

NCエッジ処理３パス処理

③SIP塗料を用いた膜厚管理技術の研究
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④ストライプコート用ツールの開発

板表面側エッジの２板表面側エッジの２RR相当の処理技術を確立相当の処理技術を確立

⑤無機ジンク塗料を用いた新し
塗装システムの調査研究

１ストライプ１コートの可能性
面による膜厚管理/膜厚計測の簡略化

圧送式刷毛の開発（商品化）
高膜厚多層塗りのエポキシシステムに

 代わり得る新塗装システムを開発

 



５．５．まとめまとめ

海洋環境では鉄は腐る！！海洋環境では鉄は腐る！！
１．検査の強化よりも品質保証ＱＡ／品１．検査の強化よりも品質保証ＱＡ／品

 質管理ＱＣ、検査員仕事はＱＡ／ＱＣの一環質管理ＱＣ、検査員仕事はＱＡ／ＱＣの一環
 である。である。

２．メンテナンスコストと初期投資のバランス２．メンテナンスコストと初期投資のバランス
強制要件のＰＳＰＣの背景強制要件のＰＳＰＣの背景

•• IMOIMO（（ResolutionResolution））A.A.７９８（１９）７９８（１９）AnnexAnnex
（（19951995年年1111月月2323日採択）バラストタンク塗装日採択）バラストタンク塗装ガイドラインガイドライン

•• NosokNosok
 

Standard MStandard M--501501



ご静聴ありがとうございました。
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